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五
月

武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
会
長小
野
正
敏

第
五
回
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
総
会

も
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
終

わ
り
新
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。
本
年
度
も
四
つ
の
委
員
会
を
中

心
に
、
活
動
内
容
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
学
童
の
登
・
下
校
時
、
通
学
路
の
見
守
り

に
つ
い
て
は
、
通
学
路
安
全
連
絡
員
を
増

員
し
て
現
在
カ
バ
ー
出
来
て
な
い
地
域
に

活
動
を
拡
げ
て
い
き
、
育
パ
ト
運
転
協
力

者
を
再
募
集
し
巡
回
頻
度
を
高
め
て
ゆ
き

ます。ま
た
、
近
い
将
来
発
生
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
、
多
摩
直
下
型
他
意
に
備
え
た
防

災
活
動
を
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
」
　
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
年
二
～
三
回
の
ペ
ー
ス
で
行
う
と
共
に
、

ア
ダ
プ
ト
団
体
と
連
携
し
、
清
掃
活
動
地

域
の
拡
大
と
、
武
蔵
野
小
の
生
徒
と
と
も

に
武
蔵
野
通
り
の
花
壇
づ
く
り
と
清
掃
活

動
を
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
は

継
続
い
た
し
ま
す
。

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
委
員
会
」

は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
エ

ー
・
イ
ー
・
デ
ィ
の
使
い
方
講
習
会
を
計

画
し
て
い
ま
す
し
、
健
康
づ
く
り
体
操
グ

ル
ー
プ
に
対
す
る
援
助
を
続
け
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
「
会

館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
今
年
も
十
一
月

三
日
開
催
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

した。武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
は
、
つ
か
い

や
す
い
市
立
会
館
を
目
指
し
て
、
利
用
者

の
方
々
、
管
理
員
の
方
々
と
意
見
交
換
し

な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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定
例
役
員
会

あ
い
ス
ポ
ッ
ト
プ
レ
ス
ト
四
号
発
行

地
域
内
ア
ダ
プ
ト
登
録
団
体
連
絡
会

つ
繭
小
六
年
生
社
会
科
授
業
で
講
義

定
例
役
員
会

武
蔵
野
通
り
花
壇
清
掃
作
業

定
例
役
員
会

中
神
工
業
団
地
協
力
会
五
十
周
年
記

念
式
典
出
肺

青
バ
ト
運
転
者
連
絡
会

会
館
利
用
者
と
の
意
見
交
換
全

市
・
警
察
・
学
校
・
P
T
A
等
と
新
人

児
童
見
守
り
舎
同
会
議

定
例
役
員
会

二
十
一
年
度
会
計
監
査

日
の
出
自
治
会
四
十
周
年
記
念
式
典

出
席

あ
き
し
ま
・
街
づ
く
り
市
民
会
議
な
か

が
み
定
期
総
会
出
席

定
例
役
員
会

直
上
は
武
威
野
会
館
運
営
協
議
会
麗
五

回
定
期
総
会

第
六
回
ク
リ
ー
ン
キ
ヤ
ン
へ
ー
ン

あ
い
ス
ポ
ッ
ト
プ
レ
ス
編
集
会
議

定
例
役
員
会

占
ハ
ト
運
転
者
連
絡
会
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平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日

「
市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
」
の
第
五
回
定
期

総
会
が
五
月
十
六
日
午
後
三
時
か
ら
武
蔵
野
会
館
集
会

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
十
九
名
、
団
体
構
成
員
四

十
四
名
、
あ
わ
せ
て
六
十
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
運
営
協
議
会
の
小
野
会
長
の
挨
拶
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

議
案
は
五
号
あ
り
、
順
次
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

第
二
号
議
案

第
三
号
議
案

第
四
号
議
案

第
五
号
議
案

平
成
二
十
一
年
度
活
動
報
告

平
成
二
十
一
年
度
決
算
報
告

平
成
二
十
一
年
度
監
査
報
告

平
成
二
十
二
年
度
活
動
計
画
　
（
案
）

平
成
二
十
二
年
度
予
算
　
（
案
）

絡
会
・
緊
急
連
絡
網
の
作
成
・
交
通
安
全
教
室
の

実
施
・
そ
の
他

・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
・
清

掃
活
動
や
花
壇
づ
く
り
・
武
蔵
野
小
児
童
と
の
清

掃
活
動
・
地
域
内
ア
ダ
プ
ト
登
録
団
体
と
の
交
流

会
・
そ
の
他

・
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
活
動
・
地
域
の
健
康
づ

く
り
団
体
へ
の
支
援
・
そ
の
他

・
平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
日
開
催
・
来
館
者
約

六
〇
〇
名

盛

萄

各
議
案
と
も
、
異
議
な
し
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
の
運
営
協
議
会
の
活
動
実
績
の

補
足
説
明
を
紹
介
し
ま
す
。

・
第
四
回
定
期
総
会
の
開
催
・
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
プ
レ

ス
の
発
行
・
管
理
人
と
の
意
見
交
換
会
・
利
用
者
懇

談
会
・
そ
の
他

・
通
学
路
見
守
り
活
動
・
青
パ
ト
に
よ
る
地
域
巡

回
・
育
パ
ト
運
転
者
連
絡
会
議
・
市
警
察
と
の
連

安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
「
安
全
ま
ち
づ
く
り

活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
新
一
年
生
が
そ

れ
ぞ
れ
の
小
学
校
に
入
学
し
登
下
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
を
捉
え
て
、
安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、

安
全
ま
ち
づ
く
り
協
力
者
や
青
パ
ト
運
転
協
力
者
等
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
ご
来
賓
に
昭
島
市
、
昭
島

市
教
育
委
員
会
、
昭
島
警
察
署
、
地
域
の
小
・
中
学
校
の

校
長
先
生
、
地
元
の
駐
在
所
の
皆
様
を
お
招
き
し
て
、
合

同
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
や
校
長
先
生
か
ら
は
、
日
頃
の
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
見
守
り
活
動
に
対
し
て
お
礼
の
言
幸
が
あ

り
、
警
察
署
か
ら
は
、
防
犯
対
策
に
も
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
島
市
か
ら
は
、
武

蔵
野
会
館
の
運
営
や
育
パ
ト
の
運
行
に
対
す
る
お
礼
が

あ
り
、
駐
在
所
か
ら
は
、
地
域
の
安
全
や
防
犯
活
動
の
取

り
組
み
を
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
参
加
さ
れ
た

協
力
者
か
ら
は
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
取
り
組
み
を
目

指
し
て
活
動
を
充
実
し
て
い
こ
う
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た。
地
域
の
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
多
く
の

厳
し
く
温
か
い
目
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
一
人
で
も

多
く
の
皆
様
の
「
安
全
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
へ
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
委
員
長
丹
羽
勝
吉
）
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去
る
一
月
二
十
八
日
つ
つ
じ
が
丘
南
小
学
校
六
年
社

会
科
授
業
で
、
市
立
武
蔵
野
会
館
と
市
立
武
蔵
野
会
館

運
営
協
議
会
に
つ
い
て
、
・
会
館
が
で
き
る
ま
で
、
・
ど
ん

な
会
館
が
で
き
た
か
、
・
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
、
の

三
点
か
ら
一
時
限
授
業
を
行
な
い
ま
し
た
。
教
科
書
で

は
世
田
谷
区
の
区
民
会
館
が
教
材
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

具
体
例
を
市
立
武
蔵
野
会
館
に
置
き
換
え
て
授
業
を
進

め
ま
し
た
の
で
、
六
年
生
は
会
館
ま
つ
り
で
の
舞
台
出
演

も
あ
り
、
個
人
で
の
利
用
も
あ
っ
て
よ
く
理
解
が
で
き
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

二
年
生
で
は
市
立
武
蔵
野
会
館
社
会
科
見
学
も
あ
り

地
域
の
会
館
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
も
親
し
み
の
あ
る

会
館
と
し
て
保
護
者
と
と
も
に
一
層
活
用
、
応
援
し
て

頂
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
（
文
責
座
間
）

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

今
回
は
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
「
あ
き

し
ま
街
な
み
ク
リ
ー
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
」
に
よ

る
「
市
内
ク
リ
ー
ン
運
動
」
の
参
加
団
体
と
し
て
申
請
、

実
施
し
ま
し
た
。
活
動
場
所
を
一
二
か
所
に
分
散
し
た
地

域
密
着
型
に
し
「
中
神
工
業
団
地
協
力
会
」
「
北
口
商
店

会
」
「
日
の
出
ア
ダ
プ
ト
」
「
文
化
シ
ニ
ア
ア
ダ
プ
ト
」
「
昭
文

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
ア
ダ
プ
ト
」
「
む
さ
し
の
も
く
せ
い
会
」

「
市
役
所
会
館
担
当
者
」
「
協
議
会
役
員
」
の
皆
様
の
ご
協

力
で
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
六
十
六
名
、
場
所
は
、
中
神
駅
北
口
広
場

（
七
時
十
分
～
八
時
）
・
美
の
宮
公
園
と
周
辺
道
路
（
八
時

～
九
時
）
・
中
神
駐
在
所
か
ら
中
神
団
地
自
治
会
昭
文

地
区
全
般
（
八
時
～
九
時
）
で
、
収
集
袋
数
は
可
燃
大
3

プ
ラ
大
2
資
源
大
1
不
燃
小
1
で
し
た
。

★
「
煙
草
の
ポ
イ
捨
て
」
と
「
犬
の
糞
の
始
末
」
に
関
し
、

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
オ
リ
ジ
ナ
ル
看
板
を
協
議
会
で
制
作
し
中

神
駅
北
口
を
中
心
に
九
枚
設
置
し
ま
し
た
。
近
々
公
園

や
市
道
に
も
増
設
す
る
予
定
で
す
。

（
委
員
長
高
松
勉
）
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力
し
て
い
つ
ま
で
も
継
続
さ
れ
て
行
く
活
動
と
し
て
定
着

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
責
任
者
丹
羽
）
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市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
地
域
ア
ダ
プ
ト
登
録

団
体
「
十
五
ブ
ロ
ッ
ク
有
志
の
会
」
で
は
「
武
蔵
野
通
り
」
の

約
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
区
間
に
春
・
秋
の
年
二
回
草
花

を
植
え
、
美
し
く
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
は
、
武
蔵
野
小
学
校
の
五
・
六
年
生
も
参

加
し
、
授
業
の
一
環
と
し
て
地
域
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
地
域
で
は
小
学
校
近
隣
の
自
治
会
か
ら
二
十

九
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録
以
外
の
皆
様
も

多
数
が
自
主
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
の
花
の
植
替
え
作
業
は
、
六
月
に
行
い
ま
し
た
。
秋

に
植
え
た
花
の
撤
去
、
土
の
掘
り
起
こ
し
、
花
を
市
か
ら

取
り
寄
せ
、
植
え
る
位
置
や
花
の
組
み
合
わ
せ
、
そ
し
て

小
学
生
と
一
緒
の
植
え
付
け
な
ど
で
す
。
植
え
付
け
に

は
水
の
散
布
も
必
要
で
す
。
こ
れ
に
は
、
中
神
工
業
団
地

協
力
会
傘
下
の
会
社
か
ら
水
遣
り
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

き
れ
い
で
美
し
い
通
学
路
が
子
ど
も
た
ち
や
通
行
す

る
人
た
ち
に
潤
い
を
与
え
て
い
ま
す
。
地
域
と
学
校
が
協

武
蔵
野
会
館
利
用
者
団
体

道
に
つ
い
て
は
会
員
全
員
が
橋
宗
恵
先
生
（
会
目
星
に
茶
道

の
手
解
き
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
茶
道
の
稽
古

を
し
て
お
り
ま
し
た
。
武
蔵
野
会
館
に
茶
道
の
設
備
を

作
っ
て
招
き
ま
し
た
お
か
げ
で
、
静
か
な
環
境
で
お
稽
古

が
し
易
く
な
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
茶
道
も
華
道
も

日
本
の
古
来
か
ら
の
伝
統
文
化
で
あ
り
、
老
人
ホ
ー
ム
の

皆
さ
ま
方
も
心
得
が
あ
り
、
昔
を
回
顧
す
る
よ
す
が
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
中
に
は
、
ご
自
分
で
茶
せ
ん
を

振
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆
様
に
大
変
に
喜
ん
で

頂
い
て
お
り
ま
す
。

武
蔵
野
会
館
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
感
謝
の
気

持
ち
を
幾
ら
か
で
も
地
域
の
皆
様
に
還
元
し
た
い
と
思

い
、
会
員
の
皆
様
と
相
談
し
て
武
蔵
野
会
館
ま
つ
り
に
お

茶
席
を
持
た
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
如
何
で
し
ょ
う
か
？

昨
年
の
福
祉
ま
つ
り
で
も
市
の
健
康
課
か
ら
依
頼
さ

れ
公
民
館
で
お
茶
席
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
時
の
お
客

さ
ん
が
何
と
四
〇
〇
名
で
し
た
。
茶
道
と
言
う
伝
統
文

化
が
現
在
も
忘
れ
ら
れ
ず
に
続
い
て
い
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

高
仲
智
子

私
た
ち
わ
か
ば
の
会
は
、
平
成
九
年
に
昭
島
市
主
催
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
を
終
了
し
た
同
期
生
の
会
で
す

が
、
今
で
は
メ
ン
バ
ー
は
大
分
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

フ
ジ
ホ
ー
ム
で
実
習
し
た
こ
と
が
縁
で
、
あ
れ
か
ら
十
三

年
に
な
月
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
だ
け
長
く
フ

ジ
ホ
ー
ム
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
は
主
に
茶
道
と
華
道
で
す
。
茶


